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民事訴訟 に輸け る挙証責任 にっい ての研究
(主査)
教授 斎 藤 秀 夫 教授 幾 代 通
論 文 内 容 の 要 旨
本論文は、 は しが きと本文八章 か らなるc
は しが きに澄いては、本論文 を研 究す る意義お よびその研究方法、 ならびに研 究の対象 と体系
とを紹介す る。すなわち、 この問題 を研究す ることの価値 と、中華民国の この問題 に関す る文献
が乏 しい こととに鑑 みて、 この問題 を深 く研 究 して、中華民国に参いて発表 し、 この分野の研究
の先駆的役 割をは牟そ うとすることが、本論文 をまとめたことの意 義であるとする。そ して、研
究方法 としては、比較法 的研究、歴 史的研究、判 例断 究等 を利用 することを明 らかにする。
本文の第一章に診いては、民事紛争 と民事裁判、事実認定、不要証事実等 につ いて論述 す る。
す なわ ち、民事裁判 に診いては、法的三段論法 の小前提たる事実は、歴 史的事実であり、.また 人間
の認識能力に阪界が あるため、裁判官が 自由心証に より、さ らに経験則 をかりるにじ(亀、 必 らず
しも事実 を正確に認定 しうる ものでは ないこ と、 しかし、他方では、当事者 の自白に よρて、事実
'
の真偽 を判 明する必要が な くなること,もあり、また、顕著 な事実であるため、 証明の必要 がない場合
もある こと、について述べる。
第二章においては、挙証責任 の概念 と意義 とについて論述 す る。民事裁判 においては、 自白さ
れた事実 または顕著 な事実以外には、裁判官が最終的に事実の真偽 を判断す ることができない場
合がある。 この場 合、裁判 所としては、裁判 を拒否す るこ と も.あ るいは恣意的 に裁判 すること も、



































論 文 審 査 結 果 の 要 旨
民事訴訟に澄ける挙証責任の問題は、民事訴訟法上の理論 上だけでなく実際上も極めて重婆な
`問
題であるが、本論文はこの問題に関して詳細にわたって全般的総合的に研究を試みた ものであ
る・多くの問題点について広 く学説判例を検討 している点に綿密な態度が見られるが、その本領
を肇揮しているのは ドイツ法、 日本法だけでなく、中華民国に及ぶ比較法的研究である。学位を
授与するに値する業績である。
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